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 ふと気づくと、日本での留学生活も 10 年をすぎている。今では大学院で歴史の研究をし

ているが、10 年前には想像もできなかったことだ。しかしよく考えてみれば、これまでの

経験が積み重なって今の研究の原動力となっている。どうして私はここにいるのか。その

発端は留学の二文字にはあまりにもふさわしくない出来事だった。 

 

 韓国で大学に入学し、経済学を専攻しようと思っていた私は、どこにでもいるような、

海外とは縁のない普通の大学生だった。兵役のために大学を休学し、その後復学を望んで

いた私は、韓国社会に敷かれているレールに乗ってそのままその後の人生を進めようとし

ていた。大学を卒業すれば安定した職場に就職し、結婚をして家庭を築き、幸せな生活を

送る。それとは違う人生を思い描く余裕も、能力も、その頃の私にはなかった。しかしそ

れと同時に、なぜか漠然とした不安を覚えていた。このままでいいのだろうか。私はいっ

たい何がしたいのだろうか。新しい刺激を求めて旅行に出ることを決心したのは、こうし

た不安に自分なりに答えようとしたからである。そして行くからには、韓国国内ではなく、

まったく違う世界を経験してみたいと思った。中学生の時から J-pop やアニメ、漫画に接

していて日本に関心を持っていた私が、はじめての海外旅行先として日本を選んだことは

もしかすると自然なことだったのかもしれない。 

 

こうして 10 日間のバックパック旅行がはじまった。関東地方と関西地方を夜行バスに乗

って回った。はじめて訪れた「海外」は何もかもが新鮮で驚きの連続だった。しかし私が

旅行中に感じたことは、「カルチャー・ショック」という言葉で簡単に片付けてしまうこと

のできないものだった。韓国で生まれ育った私にとって、日本で経験するすべてのことが、

韓国人としての「自己」とは異なる「他者」を経験し、「自己」について省みるきっかけと

なったのだ。またそれは、はじめて私に「国」というものを意識させてくれた。旅行から

帰ってきた私は、日本での経験を忘れられず、再び日本行きを準備した。そして 3ヶ月後、

大きなスーツケースを持って、私は新宿駅西口に降り立った。 

 

 日本語学校で日本語を一から学びなおす、という生活がはじまった。今振り返ると、日

本語の勉強だけが目的だったわけではない。旅行中に受けた衝撃を、それを経験させてく



れた日本という国にしばらく滞在しながら自分なりに消化しようともがいていた。それま

での「私」を成り立たせてきた「韓国」から解き放たれた瞬間、「韓国」も相対化でき、「日

本」について勉強することによって「国」とは何かについて真摯に向き合えるような気が

したのだ。そしてそうしているうちに、それまで自明だと思ってきたことが、自明ではな

くなった。人は、「常識」をうたがい、それがなぜ「常識」となったのかについて思考をめ

ぐらす時、自然と歴史的な思考につながっていく。 

 

 韓国と日本の間には、長らく解決困難な歴史認識の溝が存在する。「国」を相対化しはじ

めた私は、それらを解決するためにはどのようなことが必要なのかを考えるようになった。

大学でより専門的な勉強がしたいと思うようになり、そのためには大学の専攻を変える必

要があった。日本でもう一度大学受験をし、日本の大学で様々な学問に触れることになっ

た。大学では、リベラル・アーツを重視する風土のなかで、様々なディシプリンから韓国

と日本の歴史問題についてアプローチすることができた。さらにそれだけでは満足できず、

今度は歴史認識問題の解決のために必要な思考を、研究を通して自ら創り出したいと思い、

卒業後に大学院の道を選んだ。そして現在、近現代朝鮮史と日朝関係、特に思想・文化を

中心に研究を進めている。 

 

 歴史認識問題そのものは、どこにでもある普遍的な問題である。そうした問題を生み出

す思考の構造について、そしてそれを乗り越える思考のあり方について、日韓の近現代史

という具体的なフィールドを通して考えていくことがこれからの私の課題である。私が日

本留学を通して勉強できたことは、私たちの思考の前提となるものを見つめなおすことで

あり、自明なものを相対化し、「常識」の背後にある構造を見抜く歴史的思考力にほかなら

ない。 

 


